
聖霊降臨節第 8主日≪復活の希望≫                  2016 年 7月 3 日 

礼拝説教抄録 

14 あなたの杖をもって 御自分の民を牧してください あなたの嗣業である

羊の群れを。彼らが豊かな牧場の森に ただひとり守られて住み 遠い昔のよ

うに、バシャンとギレアドで 草をはむことができるように。15 お前がエジプ

トの地を出たときのように 彼らに驚くべき業をわたしは示す。16 諸国の民は、

どんな力を持っていても それを見て、恥じる。彼らは口に手を当てて黙し 

耳は聞く力を失う。17 彼らは蛇のように 地を這うもののように塵をなめ 身

を震わせながら砦を出て 我らの神、主の御前におののき あなたを畏れ敬う

であろう。18 あなたのような神がほかにあろうか 咎を除き、罪を赦される神

が。神は御自分の嗣業の民の残りの者に いつまでも怒りを保たれることはな

い 神は慈しみを喜ばれるゆえに。19 主は再び我らを憐れみ 我らの咎を抑え 

すべての罪を海の深みに投げ込まれる。20 どうか、ヤコブにまことを アブラ

ハムに慈しみを示してください その昔、我らの父祖にお誓いになったように。 

ミカ書 7 章 14～20 節 

10 総督が、発言するように合図したので、パウロは答弁した。「私は、閣下が

多年この国民の裁判をつかさどる方であることを、存じ上げておりますので、

私自身のことを喜んで弁明いたします。11 確かめていただけば分かることです

が、私が礼拝のためエルサレムに上ってから、まだ十二日しかたっていません。
12 神殿でも会堂でも町の中でも、この私がだれかと論争したり、群衆を扇動し

たりするのを、だれも見た者はおりません。13 そして彼らは、私を告発してい

る件に関し、閣下に対して何の証拠も挙げることができません。14 しかしここ

で、はっきり申し上げます。私は、彼らが『分派』と呼んでいるこの道に従っ

て、先祖の神を礼拝し、また、律法に則したことと預言者の書に書いてあるこ

とを、ことごとく信じています。15 更に、正しい者も正しくない者もやがて復

活するという希望を、神に対して抱いています。この希望は、この人たち自身

も同じように抱いております。16 こういうわけで私は、神に対しても人に対し

ても、責められることのない良心を絶えず保つように努めています。17 さて、

私は、同胞に救援金を渡すため、また、供え物を献げるために、何年ぶりかで

戻って来ました。18 私が清めの式にあずかってから、神殿で供え物を献げてい

るところを、人に見られたのですが、別に群衆もいませんし、騒動もありませ

んでした。19 ただ、アジア州から来た数人のユダヤ人はいました。もし、私を

訴えるべき理由があるというのであれば、この人たちこそ閣下のところに出頭

して告発すべきだったのです。20 さもなければ、ここにいる人たち自身が、最

高法院に出頭していた私にどんな不正を見つけたか、今言うべきです。21 彼ら

の中に立って、『死者の復活のことで、私は今日あなたがたの前で裁判にかけ

られているのだ』と叫んだだけなのです。」 

使徒言行録24章10～21節 

１．疫病のような人間 

わたしたちが地上で成し遂げら

れることは、多くはないのだろうと思い

ます。次の世代に手渡すことができる

ものは何であるでしょうか。家族の間

で、親から子へ、孫へ、さらにその子

孫へと継承される物語はあるでしょう

か。国家では世代の継承をどう考えら

れるでしょうか。社会保障やこれ以上

借金を残さないことがひとつの課題と

考えられているかもしれません。日本

国家という大きな共同体でも、50 年

前には課題は異なっていました。高

度経済成長期の真っただ中でした。

75年前はどうでしょうか。真珠湾攻撃

の年です。このとき、国として目指して

いたものは、いまの時代とは真逆のも

のでした。憲法も変わりました。これま

での歴史がなければいまの日本はな

い、ということは疑いようもないことで

す。現在も失敗と克服の歴史の途上

にあります。時代の変化の中で、わた

したちが民族レベルで継承するもの

は、絶えず移り変わります。 

一方で今日、わたしたちは、2千

年もの間、変わらずに継承されてきた

ものに触れています。キリスト教信仰

を異邦人世界に拡大していった初代

の伝道者パウロの言葉を聞いていま

す。キリスト教会は、ユダヤ人たちの

間で軋轢を生みながら拡大していき

ました。ユダヤ社会の指導者たちは、

キリストを大胆に宣べ伝えるパウロを

妬み、殺意さえ抱きました。パウロをロ

ーマ政府に送り、このように訴えまし

た。「この男は疫病のような人間で、

世界中のユダヤ人の間に騒動を引き

起こしている者、『ナザレ人の分派』の

首謀者であります。この男は神殿さえ

も汚そうとしましたので逮捕いたしまし

た」（使 24:5～6）と語ります。このよう

な訴えに対して、パウロはローマ帝国

の官僚である総督の前に出て答弁し

ます。 

まず、「疫病のような人間」という

疑惑についてですが、思わず笑って

しまうほどひどい言葉です。病原菌扱

いされて喜ぶ人はあまりいないと思い

ますが、伝道者ならば褒め言葉です。

パウロの伝道の伝染力は、疫病レベ

ルで凄まじいものでした。パウロの説

教は、多くの回心者を生み、ユダヤ人

たちの妬みの要因となりました。ユダ

ヤの指導者たちは訴えました。彼は

分派をつくって「騒動を引き起こして

いる」と。「キリスト者」という呼び名が

一般的になる前、教会は「分派」と呼

ばれ、正統的なユダヤ教の諸派と区

別された異端グループと見なされまし

た。 

パウロは答えます。「この私がだ

れかと論争したり、群衆を扇動したり

するのを、だれも見た者はおりません

…彼らは…何の証拠も挙げることが

できません」（12~13 節）。パウロは、

この否定的な意味の込められた「分

派」という呼び方を言い直して、このよ

うに言います。「私は彼らが『分派』と

呼んでいるこの道に従って、先祖の

神を礼拝し、また、律法に則したことと

預言者の書に書いてあることを、こと

ごとく信じています」（14節）。 



２．変わらない信仰の言葉 

パウロは、「神殿さえも汚そうとし」

たという訴えについても、自分はまっ

たく忠実なユダヤ人であり、敬虔な巡

礼者のひとりであることを語ります。そ

もそもパウロがエルサレムにやって来

た目的は、演説をするためではなく、

「礼拝のため」（11節）でした。神への

信仰に基づいて、エルサレムに暮ら

す「同胞に救援金を渡すため、また、

供え物を献げるため」（17 節）だった

と説明します。パウロは、自らが礼拝

することを第一とし、聖書の教えに忠

実に歩むことを重んじました。キリスト

信仰を新しい宗教とは考えませんで

した。パウロは、自らの信仰をはっきり

と言い表します。唯一の主なる神を信

じること、また聖書に書かれていること

を信じること、「更に、正しい者も正し

くない者もやがて復活するという希望」

（15節）です。 

これが、わたしたちが触れている、

今日まで変わらずに受け継がれてき

た信仰です。教会独自の建物もない、

教会に行くための乗り物もない、讃美

歌を歌うにもオルガニストもいない、い

やオルガンそのものもない。「キリスト

者」という呼び名も、まだない。そうい

う始まりの時代に、しかし、福音は、成

熟した完全なものとして語られていま

した。この福音が土台となって、世界

中に教会が建てられていきました。パ

ウロは大変簡潔に信仰の内容を言い

表しました。「正しい者も正しくない者

もやがて復活するという希望」を、神

に対して抱いている、と。 

主イエスが山上の説教の中で語

られた言葉を想い起こします。「父は

悪人にも善人にも太陽を昇らせ、正し

い者にも正しくない者にも雨を降らせ

てくださる」（マタ 5:45）。主は、当時

のユダヤ社会では敬遠されていた徴

税人や罪人と共に食卓を囲まれまし

た。これを批判する人たちに言われま

した。「医者を必要とするのは、丈夫

な人ではなく病人である。わたしが来

たのは、正しい人を招くためではなく、

罪人を招くためである」（マタ 9:13）。

しかし、ユダヤ社会の指導者たちはこ

のような主イエスのやり方を受け入れ

ることができませんでした。「見ろ、大

食漢で大酒飲みだ。徴税人や罪人の

仲間だ」（マタ 11:19）と言って、主イ

エスを厳しく非難しました。場違いの

人たちとの交流は、しかし、主イエス

の宣教の根幹をなしていると言っても

言い過ぎではないはずです。 

パウロは、ここで復活の希望を語

っていますが、この復活についても、

旧約聖書の正統の信仰に基づくもの

として主張しています。ユダヤ教では、

復活を信じるファリサイ派と信じない

サドカイ派がありました。復活の希望

は、真新しいものではなく「この人たち

（ファリサイ派のユダヤ人たち）自身も

同じように抱いて」（15 節）いることだ

と言っている通りです。しかし、「正し

い者も正しくない者もやがて復活する

という希望」は、主イエスの生き方、主

イエスの十字架と復活の出来事によ

って明らかにされ、初期の教会の信

仰を基礎づけるものとなったことは間

違いありません。 

３．生きた信仰の言葉 

弁明を聞いていたローマ総督の

フェリクスは、パウロという人の扱いに

困ってしまい、裁判を続けることを断

念します。この間パウロを監禁しつつ

も、彼にある程度の自由を与えました。

さらにこの後で、フェリクスが妻のドル

シラと共に、「キリスト・イエスへの信仰

について話を聞いた」（使 24:24）と

いう記事が報告されています。そこで

パウロが、「正義や節制や来たるべき

裁きについて」（使 24:25）話すと、フ

ェリクス夫妻は恐ろしくなって、話を聞

くのを止めてパウロを帰してしまった、

とあります。フェリクスという人のスキャ

ンダラスな結婚については、聖書以

外の歴史資料でよく知られています。

フェリクスの3番目の妻となったのがド

ルシラでした。神が喜ばれる結婚では

なかったふたりは、「正義や節制や来

たるべき裁きについて」語るパウロの

言葉に耐えられなかったのです。 

「正しい者も正しくない者もやが

て復活するという希望」は、生き方の

正邪を問わない安全保障のようなも

のではありません。パウロは、だれも

触れることが許されなかった官僚の結

婚生活の不道徳に触れています。も

っともこの不倫の内容は聖書の中心

的な関心事ではありません。けれども、

パウロのフェリクスに対する言葉が、ど

んなにきわどいものであったかは想像

できます。伝道者は生命の危機をお

かしても、大胆に神の真理を語りまし

た。わたしたちは、このように語ること

ができるでしょうか。 

すべてのいのちは神が創造され

たという信仰に立つとき、これに加え

られていった価値体系、価値基準は

すべて相対化されていきます。パウロ

は、自身の宣教活動についてこのよう

に語っています。「ユダヤ人に対して

は、ユダヤ人のようになりました。ユダ

ヤ人を得るためです。…弱い人に対

しては、弱い人のようになりました。弱

い人を得るためです。すべての人に

対してすべてのものになりました。何

とかして何人かでも救うためです」（Ⅰ

コリ 9:20~22）。パウロの強い伝染力

の所以はここにあるのではないでしょ

うか。彼は「すべての人に対して、す

べてのものになる」ことができました。 

たしかに、パウロは当時のユダヤ

社会で、一流の教育を受けたエリート

でした。どんな人であったのか性格ま

ではわかりませんが、レトリックにして

もすばらしい賜物を持っていました。

しかし、本当にすばらしいことは、強

い人に対して強さをもって大胆に語る

ことができたということです。弱い人に

対して弱さの中で共に語り合うことが

できたことです。わたしたちの周囲を

見渡すとき、否、わたしたち自身が自

らの言葉を顧みるときには、どうでしょ

うか。強い人に対して弱く語り、弱い

人に対して強く語る言葉のなんと多い

ことかを思わないではいられません。

わたしたちは、どのような言葉を語っ

ていくのでしょうか。信仰は、2千年前

の化石ではありません。わたしたちは、

目まぐるしく変わる世界で、生ける神

の言葉を聞き、日々出会う人に信仰

を伝えるのです。 


